
公的統計の整備に関する基本的な計画（案）
【令和５年２月１日】

第Ⅳ期基本計画に関する基本的な考え方
～第Ⅲ期基本計画の実施状況等と第Ⅳ期基本計画の基本的方向性～

（意見）【令和４年12月27日】
変更理由

（19頁 ６行目）
４ 人口や暮らしに関する統計の整備

我が国は世界に類を見ない人口減少（人口の自然
減少、少子高齢化、生産年齢人口の減少）に直面し
ており、国内需要の減少に伴う経済規模の縮小や労
働力不足、社会保障の給付・負担の増加に加えて、
新型コロナウイルスの感染拡大による医療や公衆衛
生に係る政府支出の増加等、様々な社会的・経済的
な課題に対処する上で、人口・社会の実態や構造変
化、政府の施策等に関する統計の重要度が増してい
る。

（27頁 ４行目）
４ 人口や暮らしに関する統計の整備

我が国は世界に類を見ない人口減少（人口の自然
減少、少子高齢化、生産年齢人口の減少）に直面し
ており、国内需要の減少に伴う経済規模の縮小や労
働力不足、新型コロナウイルスの感染拡大による医
療費などの社会保障関連の政府支出の増加等、様々
な社会的・経済的な課題に対処する上で、人口・社
会の実態や構造変化、政府の施策などに関する統計
の重要度が増している。

12月の統計委員会企画部会での委員
からのご意見を踏まえ、記述ぶりを
修正。

公的統計の整備に関する基本的な計画（案）の統計委員会の意見※からの主な変更点について

＜全体＞
○表記について、「政府は～することが必要である」などの表現の箇所は、基本的に「政府として～を行う」等の能動的な表現に修正
○意見では別紙としていた個別施策部分について、表形式に整理
○デジタル化に関連する施策について分かり易くするため、参考として集約して再掲（51頁～54頁）
○用語の必要な脚注の追加 等

※第Ⅳ期基本計画に関する基本的な考え方～第Ⅲ期基本計画の実施状況等と第Ⅳ期基本計画の基本的方向性～（意見）（令和４年12月27日 統計委員会）

＜個別事項＞
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公的統計の整備に関する基本的な計画（案）
【令和５年２月１日】

第Ⅳ期基本計画に関する基本的な考え方
～第Ⅲ期基本計画の実施状況等と第Ⅳ期基本計画の基本的方向性～

（意見）【令和４年12月27日】
変更理由

（23頁 18行目）
６ 統計各分野の取組
(3) 観光に関する統計の精度向上

一方、「骨太2022」においては国内需要の喚起策
やインバウンドの戦略的回復等に取り組むとされて
いる。こうした施策を受けた誘客状況や消費動向を
より正確に把握するため、観光統計の精度向上が必
要となっている。

（33頁 15行目）
６ 統計各分野の取組
（３）観光に関する統計の精度向上

一方、「骨太2022」においては国内需要の喚起策
やインバウンドの戦略的回復等の効果を検証するこ
とが求められている。

「骨太2022」の引用について誤解を
招く記述であったため、記述を整
理。

（30頁 17行目）
２ 統計利活用の推進基盤の改善・強化を通じた

統計の有用性確保・向上
(3) ＥＢＰＭの推進・統計の活用の促進

以上を踏まえて、第Ⅳ期基本計画期間において
は、前述の（１）及び（２）の取組や後述６の取組
も含め、各府省は、その行政の実情に対応した形
で、ＥＢＰＭの推進を始めとする統計の利活用の促
進のための取組を進める。また、行政機関等に対す
る調査票情報の提供について、ＥＢＰＭ担当部局か
らの意見も踏まえつつ、手続の簡素化・迅速化に向
けて検討し、結論を得る。さらに、中央統計機構
が、総務省行政評価局との連携・協力も含めそのた
めに必要な技術的な支援や人材育成の支援を行う、
優良事例の横展開を行うなど、取組全体の底上げを
図る。

（42頁 33行目）
２ 統計利活用の推進基盤の改善・強化を通じた

統計の有用性確保・向上
（３）ＥＢＰＭの推進・統計の活用の促進

以上を踏まえて、第Ⅳ期基本計画期間において
は、前述の３（１）及び（２）の取組や後述６の取
組も含め、各府省は、その行政の実情に対応した形
で、ＥＢＰＭの推進を始めとする統計の利活用の促
進のための取組を進める。また、行政機関等に対す
る調査票情報の提供について、ＥＢＰＭ担当部局か
らの意見も踏まえつつ、手続の簡素化・迅速化に向
けて検討し、結論を得る。さらに、中央統計機構
が、そのために必要な技術的な支援を行う、優良事
例の横展開を行うなど、取組全体の底上げを図る。

12/21に政策評価審議会から答申が
示され、その中にＥＢＰＭ人材の育
成や様々なデータ活用の技術支援に
ついて、総務省行政評価局が総務省
統計部局等とも協力・連携して取り
組む旨の提案がなされていることを
踏まえて追記。
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公的統計の整備に関する基本的な計画（案）
【令和５年２月１日】

第Ⅳ期基本計画に関する基本的な考え方
～第Ⅲ期基本計画の実施状況等と第Ⅳ期基本計画の基本的方向性～

（意見）【令和４年12月27日】
変更理由

（42頁 26行目）
６ 国民の支持・理解が得られやすい統計作成へ

の取組
（統計調査に関する基本的考え方）

しかし、行政記録情報については秘密保持等の観
点から法令による利用の制約があるなど、国民の合
理的意思決定に資する統計整備に必要な情報をカ
バーできないのが実情である。

（58頁 ９行目）
６ 国民の支持・理解が得られやすい統計作成へ

の取組
（統計調査に関する基本的考え方）

しかし、行政記録情報については秘密保持等の観
点から利用の制約があるなど、国民の合理的意思決
定に資する統計整備に必要な情報をカバーできない
のが実情である。

行政記録情報の利用の制約となって
いる点を具体的に示すため追記。

（80頁 別表No.108）
６ 国民の支持・理解が得られやすい統計作成へ

の取組
(1) 報告者への配慮

【具体的な措置 、方策等】
◎ 港湾調査について、港湾関連業務の効率化を

図るシステムである「サイバーポート」の本格
導入により、行政記録情報等の活用や報告者負
担の軽減を一層推進するとともに、調査方法の
再整理及び調査票情報等の一元管理を実現する。

【担当府省】
国土交通省

【実施時期】
令和５年（2023年）中に結論を得る。

新規

令和５年１月分の調査における「サ
イバーポート」の試験導入を踏ま
え、今後の課題を着実に実施するた
め、記述を追加。
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